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戦
時
期
日
本
に
お
け
る
長
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
製
作
事
業
の
推
移
と
そ
の
特
質 
 
―
―
国
際
比
較
と
未
完
成
作
の
分
析
か
ら
―
― 
木
村 
智
哉   
は
じ
め
に 
  
日
本
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
に
関
す
る
歴
史
研
究
、
特
に
そ
の
初
期
か
ら
第
二
次
大
戦
期
ま
で
の
二
〇
世
紀
前
半
を
対
象
と
し
た
成
果
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
り
、
急
速
に
蓄
積
が
な
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
わ
け
て
も
日
中
戦
争
期
か
ら
第
二
次
大
戦
期
に
か
け
て
製
作
さ
れ
た
、
戦
意
高
揚
目
的
で
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
へ
の
関
心
は
高
い
。
ま
た
、
戦
時
下
に
文
化
が
い
か
な
る
影
響
を
被
る
の
か
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
ど
の
よ
う
に
総
力
戦
た
る
二
〇
世
紀
の
戦
争
遂
行
を
支
え
る
大
衆
動
員
を
果
た
そ
う
と
し
た
の
か
と
い
っ
た
関
心
は
、
人
文
・
社
会
科
学
の
諸
研
究
領
域
で
、
広
く
共
有
さ
れ
て
い
よ
う
。 
 
戦
時
期
日
本
に
お
け
る
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
の
研
究
は
、
こ
の
時
期
に
、
産
業
的
な
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
製
作
体
制
の
基
盤
が
整
え
ら
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
古
田
尚
輝
は
、
日
本
初
の
文
化
立
法
と
う
た
わ
れ
た
「
映
画
法
」
の
影
響
下
に
、
外
国
映
画
輸
入
制
限
に
伴
う
「
ア
メ
リ
カ
と
の
競
争
」
か
ら
の
「
解
放
」
と
、「
潤
沢
な
軍
需
と
制
作
者
の
創
造
性
」
に
よ
っ
て
高
水
準
の
作
品
が
製
作
さ
れ
、「
軍
需
に
よ
る
製
作
に
は
漫
画
映
画
製
作
の
企
業
化
の
兆
し
も
う
か
が
え
る
」
と
指
摘
す
る
（
１
）
。
ま
た
雪
村
ま
ゆ
み
は
、「
国
家
が
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
製
作
に
乗
り
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
製
作
シ
ス
テ
ム
が
生
ま
れ
た
」
と
し
、「
戦
時
下
に
お
い
て
胚
胎
し
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
製
作
体
制
が
、
戦
後
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
産
業
の
基
盤
と
な
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
（
２
）
。 
 
静
止
し
た
対
象
物
を
一
コ
マ
一
コ
マ
撮
影
し
、
そ
の
フ
ィ
ル
ム
を
映
写
す
る
こ
と
で
対
象
に
運
動
性
を
付
与
す
る
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
技
術
は
、
映
画
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
と
切
り
分
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
特
性
を
持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
映
画
は
一
つ
の
ネ
ガ
か
ら
大
量
の
プ
リ
ン
ト
が
複
製
さ
れ
、
興
行
さ
れ
る
こ
と
で
、
一
定
の
収
益
を
あ
げ
、
投
資
を
回
収
す
る
事
業
と
な
る
。
い
わ
ば
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
含
む
映
画
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
た
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
産
業
と
し
て
の
再
生
産
性
を
確
保
す
る
の
で
あ
る
。 
 
で
は
、
映
画
が
大
衆
動
員
の
た
め
の
一
手
段
と
な
っ
た
戦
時
期
の
日
本
に
お
い
て
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
産
業
の
基
盤
も
ま
た
形
成
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
は
、
や
は
り
自
明
で
あ
ろ
う
か
。確
か
に
先
述
の
議
論
に
見
ら
れ
る
、新
人
育
成
を
兼
ね
た
分
業
制
度
の
採
用
や
、
国
産
作
品
の
保
護
、
企
業
統
合
に
よ
る
資
本
と
人
員
の
集
中
は
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
製
作
事
業
の
合
理
化
に
資
し
た
か
も
し
れ
な
い
。 
 
し
か
し
、
戦
時
下
の
映
画
国
策
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
戦
時
体
制
と
一
体
の
も
の
で
あ
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り
、「
映
画
法
」
が
一
九
四
五
年
末
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
た
よ
う
に
、
そ
の
枠
組
み
自
体
は
敗
戦
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
待
た
ず
し
て
崩
壊
し
た
（
３
）
。
一
方
で
、
戦
後
に
お
け
る
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
産
業
の
本
格
的
な
始
動
は
、
一
九
五
六
年
の
東
映
動
画
株
式
会
社
の
発
足
と
、
そ
の
第
一
回
長
編
作
品
『
白
蛇
伝
』（
一
九
五
八
年
）
公
開
や
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
先
立
つ
教
育
用
短
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
の
増
加
と
い
っ
た
諸
事
象
か
ら
し
て
、
五
〇
年
代
半
ば
以
降
と
見
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。 
こ
の
よ
う
に
、
戦
時
期
と
戦
後
の
産
業
化
と
の
間
に
一
〇
年
近
い
開
き
が
見
ら
れ
る
以
上
、
前
者
の
動
向
を
全
て
、
後
者
に
直
結
さ
せ
る
こ
と
に
は
、
な
お
飛
躍
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 
本
稿
で
は
、
敗
戦
後
、
約
一
〇
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
製
作
が
本
格
的
な
産
業
化
の
停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
要
因
と
し
て
、
戦
時
期
の
事
業
枠
組
み
と
体
制
に
、
特
有
の
脆
弱
性
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
米
中
二
国
と
の
比
較
と
、
日
本
に
お
け
る
企
業
動
向
の
分
析
お
よ
び
、
未
完
成
作
に
関
す
る
分
析
を
通
し
て
指
摘
し
た
い
（
４
）
。 
  
一 
長
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
製
作
の
国
際
的
影
響
関
係
と
そ
の
比
較 
 
 
ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
世
界
初
の
カ
ラ
ー
長
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
『
白
雪
姫
（S
n
o
w
 W
h
ite an
d
 th
e S
ev
en
 D
w
arfs
）』（
一
九
三
七
年
）
は
、
欧
米
市
場
の
み
な
ら
ず
ア
ジ
ア
圏
に
も
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
。
秦
剛
に
よ
れ
ば
、
ア
ジ
ア
初
の
長
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
『
鉄
扇
公
主
』（
一
九
四
一
年
）
も
ま
た
、
そ
の
影
響
下
に
あ
っ
た
と
い
う
（
５
）
。 
 
ア
ジ
ア
に
お
け
る
一
大
映
画
都
市
で
あ
っ
た
上
海
の
劇
場
で
は
、「
ミ
ッ
キ
ー
・
マ
ウ
ス
」
や
「
シ
リ
ー
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」
と
い
っ
た
デ
ィ
ズ
ニ
ー
に
よ
る
短
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
シ
リ
ー
ズ
が
三
三
年
以
降
、
繰
り
返
し
興
行
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
三
八
年
に
『
白
雪
姫
』
が
封
切
ら
れ
る
と
、
本
作
は
四
〇
万
人
の
観
客
動
員
を
果
た
し
、
公
開
年
度
で
最
高
の
興
行
成
績
を
示
し
た
。 
 
一
九
二
二
年
か
ら
短
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
を
発
表
し
始
め
た
、
萬
籟
鳴
と
古
蟾
の
兄
弟
は
、『
白
雪
姫
』
に
刺
激
を
受
け
、『
木
蘭
従
軍
』（
一
九
三
九
年
）
な
ど
の
製
作
者
で
あ
る
張
善
琨
の
も
と
で
、ア
ジ
ア
初
の
長
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
と
な
る『
鉄
扇
公
主
』
を
完
成
さ
せ
た
。
本
作
は
、
日
本
軍
に
よ
る
上
海
租
界
進
駐
を
ま
た
い
で
半
年
以
上
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
を
果
た
し
、
さ
ら
に
現
地
日
本
人
向
け
の
日
本
映
画
専
門
館
で
も
、
例
外
的
に
興
行
さ
れ
た
。
そ
し
て
四
二
年
九
月
に
は
、
徳
川
夢
声
ら
が
声
を
吹
き
替
え
た
『
西
遊
記 
鉄
扇
姫
の
巻
』
が
、
日
本
本
土
で
も
封
切
ら
れ
た
。 
 
佐
野
明
子
が
指
摘
し
た
よ
う
に
（
６
）
、『
鉄
扇
公
主
』
は
日
本
の
映
画
人
に
も
衝
撃
を
も
た
ら
し
、映
画
雑
誌
で
も
多
く
の
映
画
評
論
家
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
、本
作
を
取
り
上
げ
た
。
そ
う
し
た
報
道
の
中
で
、
萬
籟
鳴
と
古
蟾
に
は
長
編
第
二
作
の
構
想
が
あ
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
タ
イ
ト
ル
は
『
長
江
の
家
鴨
』
で
、
小
野
耕
世
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
で
出
版
さ
れ
た
児
童
向
け
絵
本
を
題
材
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
（
７
）
。 
こ
の
企
画
は
、華
中
地
域
の
配
給
網
を
一
元
管
理
し
た
中
華
電
影
股
份
有
限
公
司
に
て
、
日
本
側
の
「
統
制
下
に
不
純
な
も
の
を
捨
て
」
立
て
ら
れ
て
お
り
、
英
米
の
支
配
か
ら
東
ア
ジ
ア
を
解
放
し
て
、
和
平
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
日
中
提
携
の
思
想
を
、
四
川
か
ら
南
京
・
上
海
な
ど
を
旅
す
る
ア
ヒ
ル
の
姿
を
通
し
て
描
こ
う
と
す
る
も
の
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
８
）
。
実
質
的
に
は
、
日
本
の
支
配
下
に
入
っ
た
上
海
映
画
界
が
、
そ
の
意
向
の
下
に
立
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案
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
未
完
成
に
終
わ
っ
て
い
る
。 
一
方
で
小
野
に
よ
れ
ば
、
萬
籟
鳴
と
古
蟾
は
、「
帝
国
主
義
の
侵
略
に
反
対
す
る
内
容
」
の
『
昆
虫
世
界
』
と
い
う
作
品
の
構
想
を
も
持
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ
こ
で
い
う
「
帝
国
主
義
の
侵
略
」
が
、
日
本
を
意
図
し
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
英
米
を
指
す
も
の
か
判
然
と
し
な
い
が
、
本
作
の
脚
本
は
、
戦
後
に
彼
ら
が
香
港
へ
と
向
か
っ
た
際
に
持
ち
出
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
（
９
）
。『
鉄
扇
公
主
』
の
興
行
的
成
功
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
萬
籟
鳴
と
古
蟾
は
、
即
時
に
長
編
製
作
を
継
続
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 
し
か
し
同
時
に
『
鉄
扇
公
主
』
は
、
日
本
の
映
画
界
が
、
よ
り
長
尺
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
を
製
作
す
る
こ
と
を
促
す
役
割
を
果
た
し
た
。
同
作
の
興
行
的
成
功
と
、「
大
東
亜
戦
勃
発
に
よ
る
米
国
漫
画
の
退
散
と
言
ふ
二
つ
の
事
実
」
は
、「
米
国
の
漫
画
を
観
て
居
る
だ
け
で
は
、
そ
の
製
作
に
確
信
を
持
つ
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
映
画
界
当
事
者
に
、
一
種
の
安
全
感
を
與
へ
、
長
篇
漫
画
製
作
熱
の
勃
興
へ
と
押
出
し
て
行
つ
た
」
の
で
あ
る
（
１
０
）
。 
 
『
鉄
扇
公
主
』
国
内
公
開
に
先
ん
じ
て
、
文
化
映
画
製
作
会
社
で
あ
る
芸
術
映
画
社
は
、
海
軍
省
か
ら
真
珠
湾
攻
撃
を
題
材
と
し
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
の
制
作
を
受
託
し
た
（
１
１
）
。
『
桃
太
郎
の
海
鷲
』（
一
九
四
三
年
）
と
し
て
完
成
さ
れ
た
こ
の
企
画
は
、
三
七
分
の
作
品
な
が
ら
「
長
編
漫
画
」
と
し
て
宣
伝
さ
れ
、
記
録
映
画
『
戦
ふ
護
送
船
団
』
と
の
二
本
立
て
で
封
切
ら
れ
た
。 
 
『
桃
太
郎
の
海
鷲
』
で
演
出
を
務
め
た
瀬
尾
光
世
は
、
本
作
に
先
ん
じ
て
芸
術
映
画
社
で
手
が
け
た
文
部
省
製
作
映
画
『
ア
リ
チ
ャ
ン
』（
一
九
四
一
年
）
で
、
四
段
式
の
多
層
式
撮
影
台
、
い
わ
ゆ
る
マ
ル
チ
プ
レ
ー
ン
の
実
用
化
を
果
た
し
て
い
た
（
１
２
）
。 
 
こ
れ
と
同
様
の
構
造
を
持
つ
垂
直
型
の
マ
ル
チ
プ
レ
ー
ン
は
、
既
に
デ
ィ
ズ
ニ
ー
に
よ
る
「
シ
リ
ー
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」
シ
リ
ー
ズ
の
一
作
『
風
車
小
屋
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
（T
h
e 
O
ld
 M
ill
）』（
一
九
三
七
年
）
で
実
用
さ
れ
、
ま
た
続
く
長
編
『
白
雪
姫
』
で
も
効
果
的
に
利
用
さ
れ
た
。 
 
紙
上
に
描
か
れ
た
素
材
を
多
層
化
さ
れ
た
撮
影
台
上
に
分
割
し
て
配
置
し
、
ま
た
各
層
に
対
し
て
設
置
さ
れ
た
ラ
イ
ト
の
光
量
を
調
節
す
る
こ
と
で
、
空
間
的
距
離
に
よ
っ
て
撮
影
時
に
遠
近
感
を
生
ぜ
し
め
る
、
こ
の
装
置
の
効
果
は
、
た
と
え
ば
画
面
の
奥
に
向
か
っ
て
視
点
が
移
動
す
る
よ
う
な
シ
ー
ン
に
顕
著
に
表
れ
る
。こ
う
し
た
効
果
は『
鉄
扇
公
主
』
で
も
用
い
ら
れ
て
お
り
、
本
来
が
平
面
的
な
素
材
か
ら
な
る
描
画
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
中
に
空
間
的
立
体
性
を
加
え
る
機
能
が
、
当
時
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
制
作
者
た
ち
か
ら
極
め
て
強
い
関
心
を
持
た
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 
 
『
ア
リ
チ
ャ
ン
』
で
の
マ
ル
チ
プ
レ
ー
ン
の
効
果
は
好
評
で
あ
り
（
１
３
）
、
続
く
『
桃
太
郎
の
海
鷲
』
で
も
利
用
さ
れ
た
。 
 
『
桃
太
郎
の
海
鷲
』
は
、
文
部
省
推
薦
映
画
に
選
定
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
一
九
四
三
年
封
切
作
品
の
総
入
場
者
数
で
第
九
位
を
記
録
し
、
さ
ら
に
並
行
し
て
日
本
移
動
映
社
連
盟
に
よ
る
農
山
漁
村
な
ど
へ
の
巡
回
上
映
が
行
わ
れ
た
（
１
４
）
。 
 
海
軍
は
『
桃
太
郎
の
海
鷲
』
に
続
け
て
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
の
制
作
を
様
々
な
業
者
へ
委
託
し
た
。
横
浜
シ
ネ
マ
商
会
の
『
マ
レ
ー
沖
海
戦
』、
朝
日
映
画
社
の
『
ニ
ッ
ポ
ン
バ
ン
ザ
イ
』、
佐
藤
映
画
製
作
所
の
『
マ
ー
坊
の
落
下
傘
部
隊
』
な
ど
い
く
つ
か
の
中
編
な
い
し
短
編
が
、
四
三
年
中
に
完
成
し
た
。 
 
『
桃
太
郎
の
海
鷲
』
を
演
出
し
た
瀬
尾
光
世
に
も
、
次
の
映
画
制
作
が
委
託
さ
れ
た
。
こ
れ
が
日
本
で
は
最
初
に
完
成
し
た
長
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画『
桃
太
郎 
海
の
神
兵
』
（
一
九
四
五
年
）
で
あ
っ
た
。
瀬
尾
は
、
芸
術
映
画
社
で
は
九
巻
と
い
う
長
尺
の
作
品
を
制
作
す
る
人
員
確
保
が
不
可
能
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
師
で
あ
る
政
岡
憲
三
の
所
属
す
る
松
- 119 - 
 
竹
動
画
研
究
所
へ
と
移
籍
し
て
、
こ
の
企
画
に
取
り
組
ん
だ
（
１
５
）
。 
 
『
桃
太
郎
の
海
鷲
』
の
延
長
線
上
に
、
長
編
『
桃
太
郎 
海
の
神
兵
』
が
製
作
さ
れ
た
事
実
は
、
日
本
に
お
け
る
長
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
誕
生
の
経
緯
が
、
米
中
二
国
と
は
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。『
白
雪
姫
』
も
『
鉄
扇
公
主
』
も
と
も
に
、
一
義
的
に
は
興
行
市
場
を
前
提
に
製
作
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 
ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
長
編
第
一
作
『
白
雪
姫
』
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
映
画
館
興
行
を
前
提
と
し
て
製
作
さ
れ
た
。
そ
の
上
海
で
の
公
開
と
興
行
的
成
功
は
、
中
国
の
映
画
界
に
も
刺
激
を
与
え
、
ア
ジ
ア
初
の
長
編
『
鉄
扇
公
主
』
の
製
作
を
実
現
せ
し
め
た
。
『
鉄
扇
公
主
』の
内
容
に
は
、当
時
の
抗
日
の
意
思
が
示
さ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
て
い
る
が
（
１
６
）
、
本
作
も
ま
た
、
あ
く
ま
で
興
行
映
画
と
し
て
封
切
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
娯
楽
映
画
の
な
か
に
時
局
的
描
写
が
含
ま
れ
た
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 
 
萬
籟
鳴
と
古
蟾
は
、『
鉄
扇
公
主
』
の
興
行
的
成
功
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戦
時
下
に
長
編
第
二
作
の
実
現
を
阻
ま
れ
た
が
、
日
本
で
は
同
作
を
契
機
と
し
て
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
制
作
者
た
ち
が
、
そ
れ
ま
で
「
映
画
法
の
〝
制
度
的
恩
恵
の
ほ
ぼ
埒
外
に
置
か
れ
た
〟
」
自
ら
の
営
み
を
（
１
７
）
、
戦
時
国
策
の
中
に
よ
り
強
く
意
義
づ
け
て
い
く
こ
と
で
、
長
尺
化
を
実
現
さ
せ
た
。 
戦
時
国
策
の
影
響
下
に
長
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
製
作
が
実
現
し
た
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
そ
れ
が
事
業
と
し
て
は
偏
頗
な
も
の
に
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
こ
の
枠
組
み
は
、
戦
時
下
の
特
需
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
国
家
に
よ
る
国
民
の
戦
意
高
揚
が
目
的
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 
『
桃
太
郎
の
海
鷲
』
は
、
興
行
市
場
で
も
結
果
的
に
、
高
い
観
客
動
員
数
を
示
し
た
が
、
そ
も
そ
も
瀬
尾
に
よ
れ
ば
、
こ
の
企
画
は
「
最
初
は
農
山
漁
村
へ
回
す
つ
も
り
だ
っ
た
の
が
、非
常
に
よ
く
で
き
て
い
る
か
ら
と
、急
に
海
軍
が
圧
力
を
か
け
て
劇
場
公
開
に
し
た
」
も
の
で
あ
っ
た
（
１
８
）
。
ま
た
、「
海
軍
が
製
作
費
を
出
し
て
く
れ
て
、
プ
リ
ン
ト
も
百
本
買
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
、芸
術
映
画
社
は
大
喜
び
」だ
っ
た
と
の
証
言
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
（
１
９
）
、
そ
の
収
益
構
造
は
と
も
す
れ
ば
軍
需
に
依
存
し
て
お
り
、
娯
楽
作
品
と
し
て
、
興
行
市
場
で
そ
の
価
値
を
問
う
積
極
的
な
契
機
を
欠
い
て
い
た
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。 
  
二 
横
浜
シ
ネ
マ
商
会
と
未
完
成
長
編
『こ
が
ね
丸
』 
  
日
本
に
お
い
て
映
画
会
社
が
、
軍
に
関
係
し
た
映
画
を
製
作
す
る
の
は
、
第
二
次
大
戦
期
に
始
ま
っ
た
事
業
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
東
宝
文
化
映
画
部
は
一
九
三
七
年
、
海
軍
の
訪
英
に
同
行
し
て
記
録
映
画
を
撮
影
し
た
の
を
皮
切
り
と
し
て
軍
関
係
の
事
業
を
継
続
し
、
や
が
て
企
業
の
戦
時
統
合
と
再
編
が
進
ん
だ
後
も
、
東
宝
へ
残
留
し
た
人
員
は
、
主
と
し
て
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
解
説
用
の
線
画
や
特
殊
撮
影
技
術
を
も
っ
て
、
軍
か
ら
受
託
し
た
映
画
の
制
作
に
従
事
し
た
（
２
０
）
。 
 
よ
り
小
さ
な
企
業
に
お
い
て
も
、
軍
へ
の
接
近
は
大
戦
前
か
ら
進
行
し
て
い
た
。
横
浜
シ
ネ
マ
商
会
（
以
降
「
横
シ
ネ
」
と
略
記
）
が
、
日
本
の
委
任
統
治
領
で
あ
っ
た
南
太
平
洋
諸
島
へ
の
取
材
を
行
っ
て
国
防
問
題
を
説
い
た
記
録
映
画
『
海
の
生
命
線
』（
一
九
三
三
年
）
も
、
海
軍
関
係
者
の
依
頼
と
協
力
の
下
に
製
作
さ
れ
た
。 
 
『
海
の
生
命
線
』
は
、
帝
国
劇
場
な
ど
一
般
映
画
館
で
の
興
行
が
成
功
を
収
め
、
日
本
に
お
け
る
本
格
的
記
録
映
画
の
先
鞭
を
つ
け
た
と
評
価
さ
れ
る
と
同
時
に
、
横
シ
ネ
に
海
軍
後
援
映
画
と
い
う
路
線
を
敷
い
た
。
翌
三
四
年
に
、
横
シ
ネ
は
『
海
の
生
命
線
』
と
対
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を
な
す
『
北
進
日
本
』
を
、
や
は
り
海
軍
の
後
援
の
も
と
で
製
作
し
た
（
２
１
）
。 
 
こ
の
二
作
に
は
、
横
シ
ネ
の
嘱
託
と
し
て
短
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
制
作
に
従
事
し
た
村
田
安
司
が
関
わ
っ
た
。
村
田
は
、
横
シ
ネ
が
製
作
し
た
教
育
映
画
の
シ
リ
ー
ズ
「
ア
テ
ナ
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
で
、
教
訓
的
な
物
語
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
や
、
実
写
記
録
映
画
で
の
動
画
に
よ
る
図
解
を
数
多
く
手
が
け
た
人
物
で
あ
っ
た
。
当
時
「
線
画
」
と
言
わ
れ
た
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
動
く
図
解
は
、
記
録
映
画
で
も
重
宝
さ
れ
て
お
り
、
村
田
は
そ
の
名
手
の
一
人
だ
っ
た
。
太
秦
発
生
映
画
株
式
会
社
が
海
軍
省
後
援
の
も
と
、
Ｊ
Ｏ
か
ら
円
谷
英
二
を
監
督
に
招
い
て
製
作
し
た
国
策
映
画
『
赤
道
越
え
て 
行
程
三
萬
浬
』（
一
九
三
六
年
）
で
も
、
そ
の
線
画
は
横
シ
ネ
を
通
し
て
村
田
が
担
当
し
た
（
２
２
）
。
村
田
の
線
画
技
術
に
、
映
画
界
で
定
評
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
よ
う
。 
元
来
、
一
般
映
画
館
で
の
興
行
に
向
か
な
い
短
編
映
画
の
製
作
事
業
は
、
独
自
の
市
場
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
へ
一
九
二
八
年
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
の
フ
ィ
ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
事
業
を
前
提
に
、
学
校
で
の
映
画
教
育
を
行
う
「
講
堂
映
画
会
」
が
開
始
さ
れ
る
と
、
そ
の
規
模
の
拡
大
と
と
も
に
教
育
映
画
の
製
作
が
活
発
化
し
た
。 
 
吉
田
ち
ず
ゑ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
講
堂
映
画
会
」
発
足
の
前
提
に
は
、
明
治
末
期
に
日
本
で
封
切
ら
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
怪
盗
映
画
『
ジ
ゴ
マ
』
を
き
っ
か
け
と
し
た
、
映
画
の
青
少
年
へ
の
悪
影
響
の
重
視
と
、興
行
の
取
り
締
ま
り
や
児
童
の
映
画
観
覧
の
禁
止
な
ど
、
様
々
な
規
制
の
強
化
が
あ
っ
た
（
２
３
）
。 
 
こ
う
し
た
映
画
の
感
化
力
へ
の
注
目
は
、
や
が
て
そ
の
教
育
効
果
の
評
価
へ
と
転
換
し
た
。
一
九
二
一
年
に
、
当
時
の
皇
太
子
・
裕
仁
親
王
の
訪
欧
を
報
じ
た
ニ
ュ
ー
ス
映
画
が
全
国
で
巡
回
上
映
さ
れ
る
と
、
国
民
を
教
化
す
る
手
段
と
し
て
の
映
画
の
意
義
は
強
く
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
（
２
４
）
、
一
九
二
三
年
に
は
文
部
省
が
映
画
製
作
と
そ
の
頒
布
を
開
始
し
た
（
２
５
）
。 
 
横
シ
ネ
が
創
立
さ
れ
た
の
も
、
一
九
二
三
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
創
業
者
の
一
人
で
あ
る
佐
伯
永
輔
は
、
か
ね
て
か
ら
写
真
材
料
店
「
都
商
会
」
を
経
営
し
、
ま
た
主
と
し
て
海
外
向
け
に
、日
本
の
風
俗
を
記
録
し
た
映
画
製
作
を
行
っ
て
い
た
（
２
６
）
。横
シ
ネ
創
立
後
に
は
、
海
軍
演
習
の
撮
影
を
行
う
よ
う
指
示
を
受
け
て
こ
れ
を
受
託
し
、
ま
た
関
東
大
震
災
の
被
災
状
況
を
記
録
し
た
フ
ィ
ル
ム
を
、
か
ね
て
か
ら
取
引
の
あ
っ
た
パ
テ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス
社
へ
と
販
売
し
て
、
記
録
映
画
製
作
業
者
と
し
て
の
名
を
高
め
た
（
２
７
）
。 
 
震
災
後
、
二
四
年
に
は
横
シ
ネ
は
合
資
会
社
と
な
り
、「
ア
テ
ナ
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
製
作
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
監
修
を
務
め
た
の
が
、
教
員
を
経
て
東
京
教
育
博
物
館
（
現
・
国
立
科
学
博
物
館
）
に
勤
務
し
、
さ
ら
に
映
画
界
へ
入
る
と
各
社
で
教
育
映
画
の
企
画
や
監
修
に
携
わ
っ
た
（
２
８
）
、
青
地
忠
三
で
あ
っ
た
。 
 
青
地
は
横
シ
ネ
で
、『
海
の
生
命
線
』や
、村
田
安
司
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
の
企
画
、
構
成
な
ど
を
務
め
た
後
、
海
軍
省
後
援
の
記
録
映
画
『
揚
子
江
』（
一
九
四
〇
年
）
製
作
に
あ
た
り
上
海
視
察
へ
赴
い
た
。
こ
の
折
に
青
地
が
、『
白
雪
姫
』
を
鑑
賞
し
て
触
発
さ
れ
た
こ
と
が
、
横
シ
ネ
で
の
長
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
製
作
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
（
２
９
）
。 
 
横
シ
ネ
で
多
く
の
短
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
を
手
掛
け
た
村
田
安
司
は
、
既
に
三
七
年
に
は
独
立
し
て
い
た
。
し
か
し
横
シ
ネ
は
以
降
も
、
社
内
外
の
様
々
な
技
術
者
を
利
用
し
て
、ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
製
作
を
続
け
た
。新
技
術
の
導
入
や
開
発
に
も
意
欲
的
で
あ
り
、
一
九
四
〇
年
に
は
山
本
繁
、
浅
野
恵
ら
を
中
心
に
、『
ポ
パ
イ
』
の
フ
ィ
ル
ム
分
析
に
よ
る
作
画
技
法
の
研
究
を
始
め
て
い
た
。
そ
し
て
青
地
の
発
案
を
受
け
た
横
シ
ネ
は
、
同
年
に
神
奈
川
区
栗
田
谷
の
ス
タ
ジ
オ
内
へ
「
横
浜
シ
ネ
マ
研
究
所
」（
以
下
「
研
究
所
」
と
略
記
）
を
設
立
し
、
こ
れ
を
四
一
年
四
月
に
横
浜
市
中
区
山
手
町
へ
と
移
設
し
て
、
本
格
的
な
作
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品
制
作
を
開
始
し
た
（
３
０
）
。 
 
研
究
所
の
従
業
員
数
は
、
一
九
四
二
年
の
時
点
で
三
〇
名
（
３
１
）
、
翌
四
三
年
に
は
五
〇
名
で
あ
っ
た
（
３
２
）
。
当
時
、
横
シ
ネ
本
社
の
従
業
員
数
は
一
四
〇
名
で
、
同
業
他
社
と
同
程
度
の
人
員
数
で
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
研
究
所
は
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
と
し
た
特
殊
映
像
技
術
に
特
化
し
た
部
門
と
し
て
は
、
か
な
り
規
模
が
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
翌
年
に
三
〇
分
の
中
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
『
フ
ク
ち
ゃ
ん
の
潜
水
艦
』
を
発
表
し
た
大
手
の
朝
日
映
画
社
に
し
て
も
、
四
三
年
の
総
人
員
数
二
六
八
名
の
う
ち
、
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
を
含
む
特
殊
映
画
課
の
人
員
数
は
二
一
名
で
あ
っ
た
か
ら
（
３
３
）
、
こ
れ
に
カ
メ
ラ
マ
ン
や
企
画
・
演
出
の
ス
タ
ッ
フ
に
総
務
の
職
員
な
ど
を
加
え
た
と
し
て
も
、
五
〇
名
は
大
所
帯
で
あ
る
。
横
シ
ネ
は
自
社
に
二
倍
す
る
人
員
数
の
企
業
に
匹
敵
す
る
か
、
そ
れ
以
上
の
規
模
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
制
作
部
門
を
設
け
た
と
言
え
よ
う
。 
 
研
究
所
の
設
備
と
し
て
特
筆
す
べ
き
は
、
通
常
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
撮
影
台
に
加
え
、
マ
ル
チ
プ
レ
ー
ン
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
プ
レ
ー
ン
四
段
付
特
殊
装
置
描
画
製
作
機
」と
記
載
さ
れ
て
お
り
（
３
４
）
、「
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ａ 
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｅ
」
と
記
さ
れ
た
撮
影
台
の
写
真
も
確
認
で
き
る
【
図
１
】。
横
シ
ネ
が
長
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
製
作
に
あ
た
り
、
マ
ル
チ
プ
レ
ー
ン
を
導
入
し
て
い
た
こ
と
か
ら
は
、
そ
の
事
業
目
論
み
が
本
格
的
な
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。 
 
研
究
所
が
制
作
す
る
長
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
の
企
画
は
、
巌
谷
小
波
の
小
説
『
こ
が
ね
丸
』
を
原
作
と
し
て
進
め
ら
れ
た
【
図
２
】
（
３
５
）
。 
『
こ
が
ね
丸
』
は
、
父
を
虎
に
殺
さ
れ
た
子
犬
が
、
成
長
し
て
そ
の
仇
を
討
と
う
と
す
る
物
語
で
あ
る
。
一
八
九
一
年
に
博
文
館
か
ら
「
少
年
文
学
」
叢
書
第
一
編
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
、
日
本
に
お
け
る
児
童
文
学
の
嚆
矢
で
あ
り
、
巌
谷
自
身
の
出
世
作
と
な
っ
た
作
品
と
さ
れ
る
。「
研
究
所
」
設
立
の
時
点
で
『
こ
が
ね
丸
』
は
、
既
に
半
世
紀
近
く
前
の
作
品
だ
っ
た
が
、
二
一
年
に
は
口
語
版
が
、
三
八
年
に
は
「
講
談
社
の
絵
本
」
版
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
（
３
６
）
、
名
高
い
古
典
で
あ
る
と
と
も
に
、
な
お
同
時
代
的
な
再
話
が
な
さ
れ
る
原
作
で
も
あ
っ
た
。 
 
横
シ
ネ
が
『
こ
が
ね
丸
』
を
、
ど
の
よ
う
な
形
で
公
開
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、
既
に
同
社
は
、
長
編
記
録
映
画
に
よ
る
興
行
市
場
へ
の
参
入
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
や
、
本
作
が
八
巻
を
予
定
さ
れ
て
お
り
、
講
堂
な
ど
で
の
上
映
に
は
長
尺
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
鑑
み
れ
ば
、
一
般
映
画
館
で
の
上
映
を
想
定
し
た
興
行
映
画
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
経
緯
か
ら
し
て
も
、『
こ
が
ね
丸
』
の
企
画
立
案
は
、
興
行
映
画
と
し
て
の
長
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
触
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。 
し
か
し
そ
の
後
の
横
シ
ネ
は
、「
海
軍
の
術
科
映
画
の
制
作
も
多
忙
と
な
り
、『
こ
が
ね
丸
』
の
人
出
を
割
く
結
果
と
な
り
」、
最
終
的
に
本
作
は
、
四
二
年
二
月
に
二
〇
分
余
り
が
制
作
さ
れ
た
時
点
で
中
止
さ
れ
た
（
３
７
）
。『
こ
が
ね
丸
』
の
制
作
は
戦
後
も
再
開
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
作
は
未
完
成
・
未
公
開
に
終
わ
っ
た
。 
 
こ
の
時
期
、
横
シ
ネ
自
体
の
事
業
に
も
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
。
直
接
の
契
機
は
一
九
四
一
年
九
月
に
決
定
さ
れ
た
映
画
臨
戦
体
制
に
基
づ
く
、
文
化
映
画
会
社
の
整
理
統
合
で
あ
っ
た
。
四
三
年
九
月
ま
で
に
理
研
科
学
映
画
社
、
朝
日
映
画
社
、
電
通
映
画
社
へ
の
民
間
三
社
統
合
が
進
行
し
た
結
果
、
社
団
法
人
日
本
映
画
社
を
加
え
た
四
社
体
制
が
確
立
し
た
（
３
８
）
。 
 
こ
の
過
程
で
横
シ
ネ
は
順
次
、
制
作
す
る
映
画
を
軍
需
作
品
へ
と
一
元
化
さ
せ
て
い
っ
た
。「
制
作
途
上
の
文
化
映
画
は
一
六
年
中
に
す
べ
て
完
成
さ
せ
、
会
社
の
業
務
は
日
本
ニ
ュ
ー
ス
の
現
像
録
音
、
プ
リ
ン
ト
と
、
海
軍
術
科
映
画
の
制
作
に
絞
り
込
ま
ざ
る
を
得
な
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か
っ
た
」
の
で
あ
る
（
３
９
）
。
こ
の
時
期
に
見
ら
れ
る
「
術
科
映
画
」
と
は
、
佐
伯
に
よ
れ
ば
、
「
航
空
要
員
を
迅
速
に
拡
充
す
る
た
め
」
に
海
軍
か
ら
要
請
さ
れ
た
教
育
用
の
映
画
で
、
「
横
浜
シ
ネ
マ
、
東
宝
、
理
研
の
三
社
が
指
定
を
受
け
て
」
制
作
に
取
り
組
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
に
は
「
航
空
機
の
操
縦
編
、
航
空
母
艦
よ
り
の
発
信
法
、
着
艦
法
、
潜
水
艦
よ
り
の
発
艦
法
、
着
艦
法
、
計
器
航
空
法
な
ど
」
が
含
ま
れ
た
（
４
０
）
。 
 
こ
れ
ら
術
科
映
画
の
制
作
受
託
に
つ
い
て
佐
伯
は
、「
幸
い
我
々
は
立
派
な
描
画
の
陣
営
や
非
常
に
優
秀
な
撮
影
陣
を
持
っ
て
お
り
ま
し
た
ん
で
、国
家
の
要
請
に
基
づ
き
ま
し
て
、
協
力
す
る
と
い
う
事
に
相
成
っ
た
ん
で
あ
り
ま
す
」と
述
べ
て
い
る
（
４
１
）
。横
シ
ネ
に
と
っ
て
、
こ
の
受
託
は
、
そ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
技
術
や
海
軍
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
生
か
し
う
る
事
業
で
あ
っ
た
。 
 
ま
た
、
映
画
事
業
再
編
の
決
定
過
程
で
、
情
報
局
の
川
面
隆
三
が
「
民
間
に
廻
す
生
フ
ィ
ル
ム
は
最
早
一
フ
ィ
ー
ト
も
な
く
な
つ
た
」「
国
家
が
必
要
と
す
る
映
画
を
作
つ
て
ほ
し
い
場
合
の
み
、
軍
需
用
の
フ
ィ
ル
ム
を
特
に
民
間
に
廻
す
こ
と
は
出
来
る
が
、
民
間
で
、
自
由
に
使
用
す
る
た
め
の
生
フ
ィ
ル
ム
は
今
後
は
期
待
出
来
な
い
」
と
述
べ
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
（
４
２
）
、
軍
需
に
対
応
す
る
こ
と
が
、
映
画
事
業
を
継
続
す
る
の
に
必
要
不
可
欠
な
、
生
フ
ィ
ル
ム
の
配
給
を
受
け
る
手
段
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。 
 
『
こ
が
ね
丸
』
の
制
作
中
断
は
お
そ
ら
く
、
戦
時
下
と
は
い
え
、
直
接
に
作
品
内
容
へ
介
入
す
る
よ
う
な
形
の
政
治
的
圧
力
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
一
九
四
一
年
七
月
に
情
報
局
後
援
の
も
と
で
行
わ
れ
た
「
映
画
新
体
制
展
」
で
は
、
横
シ
ネ
は
『
こ
が
ね
丸
』
の
制
作
過
程
の
展
示
を
行
っ
て
さ
え
い
る
（
４
３
）
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
中
断
は
、
や
は
り
戦
時
下
特
有
の
状
況
に
起
因
し
て
い
た
。 
 
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
製
作
が
事
業
で
あ
る
限
り
、
人
員
や
設
備
に
は
限
り
が
あ
り
、
一
定
量
を
超
え
た
生
産
を
行
う
こ
と
は
難
し
い
。
戦
時
下
に
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
と
し
て
朝
日
映
画
社
の
特
殊
映
画
課
長
を
務
め
た
前
田
一
は
、「
生
産
量
の
問
題
を
解
決
す
る
」「
大
な
る
発
展
の
道
」
と
し
て
、「
一
機
構
内
の
製
作
週 ママ
期
の
問
題
を
、
技
術
要
員
の
増
強
に
よ
つ
て
解
決
」
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
「
多
数
の
機
構
を
併
置
し
て
、
同
時
平
行
的
に
多
数
の
作
品
に
着
手
製
作
す
る
」
必
要
が
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
現
在
の
テ
レ
ビ
シ
リ
ー
ズ
制
作
同
様
の
、複
数
班
を
短
期
的
に
回
転
さ
せ
る
体
制
を
敷
く
べ
き
こ
と
を
唱
え
る
と
と
も
に
、
し
か
し
そ
れ
が
「
経
営
上
の
問
題
に
も
関
連
」
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
（
４
４
）
。 
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
生
産
量
の
拡
大
を
企
図
し
た
技
術
要
員
の
増
強
策
が
人
件
費
の
上
昇
を
も
た
ら
す
た
め
、
こ
れ
を
解
消
し
う
る
一
定
量
の
安
定
し
た
受
注
が
無
い
限
り
、
そ
の
施
策
は
経
営
難
に
直
結
す
る
と
い
う
、
生
産
性
と
採
算
性
の
矛
盾
に
言
及
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
で
、
当
時
の
日
本
に
お
い
て
は
、
未
だ
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
の
定
期
的
量
産
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
一
作
ご
と
の
単
独
性
が
強
か
っ
た
短
編
製
作
は
も
ち
ろ
ん
、
完
成
ま
で
に
長
い
期
間
を
必
要
と
す
る
長
編
製
作
も
、
事
業
と
し
て
は
リ
ス
ク
が
高
く
、
そ
の
採
算
性
は
「
確
信
」
の
欠
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。 
 
一
方
で
、
海
軍
と
い
う
確
実
な
依
頼
者
が
お
り
、
な
お
か
つ
短
期
に
一
定
量
の
完
成
を
求
め
ら
れ
た
と
思
し
き
術
科
映
画
の
受
託
制
作
は
、
生
産
量
を
増
大
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
採
算
性
が
確
実
で
、
な
お
か
つ
フ
ィ
ル
ム
の
配
給
も
受
け
や
す
い
、
手
堅
い
事
業
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
横
シ
ネ
は
、
術
科
映
画
制
作
を
受
託
す
る
に
あ
た
り
「
こ
れ
ま
で
の
陣
容
と
設
備
で
は
到
底
処
理
で
き
な
い
事
態
」
に
至
っ
た
た
め
、
開
戦
時
に
接
収
さ
れ
た
「
敵
国
所
有
の
建
物
」
の
払
い
下
げ
を
受
け
、
本
社
以
外
に
三
つ
の
製
作
所
を
開
設
し
て
、
む
し
ろ
そ
の
生
産
体
制
を
拡
充
し
て
い
る
（
４
５
）
。『
こ
が
ね
丸
』
の
制
作
中
断
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は
、
そ
う
し
た
情
勢
下
に
並
行
し
て
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
戦
時
下
で
資
材
や
設
備
な
ど
が
窮
乏
化
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
さ
え
な
か
っ
た
。 
自
主
企
画
に
基
づ
く
事
業
で
あ
っ
て
も
、
長
期
に
わ
た
っ
て
人
員
や
設
備
を
用
い
る
一
方
で
、
そ
の
収
益
性
が
不
確
か
な
興
行
映
画
の
製
作
よ
り
、
術
科
映
画
の
受
託
を
優
先
し
た
経
営
判
断
に
は
、
時
局
へ
の
配
慮
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
元
よ
り
海
軍
と
の
強
い
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
た
横
シ
ネ
と
し
て
は
、
短
期
的
な
事
業
の
存
続
や
拡
大
を
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
決
定
に
一
定
の
合
理
性
が
見
出
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
映
画
製
作
業
者
が
、
積
極
的
に
戦
時
下
国
策
へ
協
力
し
て
い
っ
た
、
経
済
的
な
要
因
が
見
て
取
れ
る
。 
 
軍
需
に
対
応
す
る
限
り
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
制
作
自
体
が
、
横
シ
ネ
か
ら
消
え
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
術
科
映
画
へ
の
利
用
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、『
こ
が
ね
丸
』
の
中
断
と
は
裏
腹
に
、
横
シ
ネ
は
一
九
四
三
年
に
、
大
藤
信
郎
に
よ
る
影
絵
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
中
編
映
画
『
マ
レ
ー
沖
海
戦
』
を
発
表
し
て
い
る
。
本
作
は
海
軍
省
委
託
作
品
で
あ
り
、
純
然
た
る
国
策
映
画
で
あ
っ
た
。 
 
『
マ
レ
ー
沖
海
戦
』
は
、
横
シ
ネ
本
社
敷
地
内
に
新
た
に
建
設
さ
れ
た
作
業
場
で
制
作
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
大
藤
が
そ
れ
ま
で
用
い
て
き
た
、
千
代
紙
や
影
絵
を
用
い
た
手
法
が
研
究
さ
れ
、「
例
え
ば
海
中
を
進
む
潜
水
艦
を
、空
中
か
ら
海
水
を
通
し
て
見
る
感
じ
を
、
複
雑
な
切
紙
に
よ
っ
て
撮
影
効
果
を
出
し
な
が
ら
、
分
か
り
や
す
く
表
現
す
る
な
ど
の
高
度
技
術
」
が
考
案
さ
れ
た
（
４
６
）
。 
 
横
シ
ネ
の
事
業
は
、
そ
の
創
設
時
か
ら
海
軍
と
近
い
と
こ
ろ
に
あ
り
、
戦
況
と
と
も
に
そ
の
受
注
が
拡
大
し
て
、
つ
い
に
は
興
行
映
画
に
触
発
さ
れ
た
自
主
企
画
の
続
行
を
も
阻
害
す
る
に
至
っ
た
。
一
方
で
、
術
科
映
画
を
含
む
軍
需
作
品
の
制
作
に
は
、
横
シ
ネ
が
蓄
積
し
、
あ
る
い
は
新
規
に
研
究
開
発
を
行
っ
た
技
術
や
機
材
が
巧
み
に
利
用
さ
れ
た
。
自
主
企
画
で
あ
る
『
こ
が
ね
丸
』
の
制
作
中
断
と
、
海
軍
省
後
援
作
品
で
あ
る
『
マ
レ
ー
沖
海
戦
』
の
完
成
は
、
戦
時
下
に
お
け
る
横
シ
ネ
の
事
業
を
見
る
う
え
で
、
好
対
照
を
な
す
二
例
と
言
え
よ
う
。 
  
三 
第
二
次
大
戦
末
期
に
お
け
る
未
完
成
作 
  
第
二
次
大
戦
下
の
日
本
で
は
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
の
本
数
こ
そ
減
少
し
た
が
、
瀬
尾
の
二
作
を
含
め
、
軍
の
後
援
に
よ
る
長
尺
の
作
品
企
画
が
活
発
化
し
た
。
先
述
の
『
桃
太
郎 
海
の
神
兵
』
は
、
近
年
で
も
デ
ジ
タ
ル
リ
マ
ス
タ
ー
化
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
よ
く
知
ら
れ
た
戦
時
下
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
で
あ
る
。 
し
か
し
な
が
ら
、
松
竹
動
画
研
究
所
が
『
桃
太
郎 
海
の
神
兵
』
に
次
い
で
長
編
企
画
を
立
案
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
言
及
し
た
文
献
が
見
ら
れ
な
い
。 
 
『
同
盟
通
信 
映
画
・
芸
能
』
一
九
四
四
年
六
月
二
八
日
（
三
一
〇
一
）
号
に
は
、
以
下
の
記
述
が
あ
る
。 
 
松
竹
で
は
「
桃
太
郎
海
の
神
兵
」
に
次
ぐ
長
篇
作
品
と
し
て
海
野
十
三
原
作
の
「
火
の
要
塞
」
を
海
軍
省
後
援
、
酒
井
俊
脚
色
、
政
岡
憲
三
演
出
で
製
作
す
べ
く
準
備
を
進
め
て
ゐ
る 
  
管
見
の
限
り
『
火
の
要
塞
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
作
品
は
、
海
野
十
三
の
著
作
に
見
ら
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れ
な
い
。
た
だ
し
海
野
は
、「
要
塞
」
と
い
う
語
句
を
タ
イ
ト
ル
に
冠
す
る
作
品
を
初
め
と
し
て
、
架
空
戦
記
な
い
し
ス
パ
イ
小
説
的
な
Ｓ
Ｆ
作
品
を
多
く
著
し
て
お
り
、
何
ら
か
下
敷
き
と
な
る
小
説
か
原
案
を
提
供
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。 
 
『
火
の
要
塞
』
の
演
出
が
政
岡
憲
三
で
あ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
第
二
次
大
戦
下
に
お
け
る
政
岡
の
仕
事
と
し
て
は
『
フ
ク
ち
ゃ
ん
の
奇
襲
』（
一
九
四
二
年
）
と
『
く
も
と
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
』（
一
九
四
三
年
）
の
二
作
お
よ
び
、
未
完
成
作
と
な
っ
た
『
僕
等
は
海
軍
志
願
兵
』
の
み
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
（
４
７
）
、
い
ず
れ
も
短
編
で
あ
る
。
し
か
し
松
竹
動
画
研
究
所
で
は
、
瀬
尾
に
続
き
、
そ
の
師
匠
筋
に
あ
た
る
政
岡
に
も
、
海
軍
省
後
援
の
長
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
を
演
出
さ
せ
る
プ
ラ
ン
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。 
 
さ
ら
に
同
史
料
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
も
見
ら
れ
る
。 
  
 
 
茂
原
描
画
「
桃
太
郎
の
ア
メ
リ
カ
征
伐
」（
仮
題
、
四
巻
）
桃
太
郎
の
成
層
圏
爆
撃
隊
に
孫
悟
空
の
大
陸
お
伽
部
隊
、
浦
島
太
郎
の
潜
水
艦
部
隊
が
参
加
し
、
ア
メ
リ
カ
本
土
を
制
圧
す
る
ま
で
の
新
鋭
近
代
科
学
戦
を
描
く
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
意
図
は
お
伽
の
世
界
で
は
か
く
も
簡
単
に
勝
利
を
得
る
が
現
実
の
戦
争
で
は
国
民
は
総
決
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
ふ
こ
と
を
結
論
的
に
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
、
原
作
、
脚
色
深
田
修
造
、
演
出
山
本
早
苗 
  
こ
こ
に
は
、
大
正
末
期
か
ら
教
育
用
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
を
制
作
し
て
き
た
山
本
早
苗
が
演
出
す
る
、
戦
意
高
揚
映
画
の
企
画
が
記
さ
れ
て
い
る
。
山
本
は
既
に
、
三
幸
商
会
や
日
本
電
報
通
信
社
活
動
写
真
部
で
時
局
も
の
の
短
編
を
手
が
け
て
い
た
が
、
本
作
は
四
巻
の
中
編
と
し
て
企
画
さ
れ
て
い
る
。 
 
空
戦
部
隊
を
率
い
る
桃
太
郎
や
、
潜
水
艦
部
隊
の
浦
島
太
郎
だ
け
で
な
く
、
そ
の
戦
力
に
孫
悟
空
を
加
え
て
い
る
こ
と
に
は
、
目
下
の
戦
争
を
、
ア
ジ
ア
を
解
放
し
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
を
築
く
聖
戦
と
称
し
た
構
想
を
、
視
覚
的
に
表
象
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
よ
う
。
一
方
で
、「
新
鋭
近
代
科
学
戦
を
描
く
」「
お
伽
の
世
界
で
は
か
く
も
簡
単
に
勝
利
を
得
る
が
現
実
の
戦
争
で
は
国
民
は
総
決
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
ふ
こ
と
を
結
論
的
に
強
調
す
る
」
と
い
っ
た
企
画
意
図
の
記
述
に
は
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
な
ら
で
は
の
空
想
や
飛
躍
の
描
写
が
、
大
戦
末
期
の
逼
迫
し
た
情
勢
下
で
、
な
お
戦
争
協
力
の
意
欲
を
調
達
せ
ね
ば
な
ら
な
い
企
画
上
の
意
図
と
、
既
に
矛
盾
を
生
じ
初
め
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
て
興
味
深
い
。 
 
四
四
年
六
月
の
時
点
で
準
備
段
階
に
あ
っ
た
『
火
の
要
塞
』
と
『
桃
太
郎
の
ア
メ
リ
カ
征
伐
』
の
制
作
は
、
ど
こ
ま
で
実
態
を
伴
っ
て
進
行
し
て
い
た
の
か
定
か
で
は
な
い
。
特
に
前
者
を
手
掛
け
る
予
定
だ
っ
た
松
竹
は
、
物
資
逼
迫
化
に
よ
り
四
五
年
三
月
に
動
画
研
究
所
を
閉
鎖
し
た
と
の
記
述
が
、
そ
の
社
史
に
見
ら
れ
る
（
４
８
）
。 
 
敗
戦
を
迎
え
た
日
本
で
は
、
当
然
な
が
ら
軍
か
ら
の
受
託
や
後
援
に
よ
る
映
画
制
作
が
途
絶
え
た
。
そ
の
結
果
、
四
〇
年
代
前
半
に
急
激
に
増
加
し
た
長
尺
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
は
一
転
し
て
激
減
し
、
あ
る
い
は
短
編
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
製
作
事
業
さ
え
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
に
陥
っ
た
の
で
あ
っ
た
（
４
９
）
。 
  
お
わ
り
に 
  
第
二
次
大
戦
期
の
日
本
に
お
け
る
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
製
作
事
業
は
、
主
と
し
て
軍
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の
後
援
に
よ
り
、
長
尺
化
の
実
現
へ
と
至
っ
た
。
映
画
製
作
へ
の
軍
の
関
与
は
、
戦
前
か
ら
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
を
含
む
短
編
映
画
製
作
業
者
に
と
っ
て
、
確
固
と
し
た
一
つ
の
事
業
で
あ
っ
た
か
ら
、
開
戦
に
伴
い
、
よ
り
時
局
的
な
内
容
を
扱
う
こ
と
は
、
大
き
な
変
化
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
で
国
策
映
画
の
製
作
は
、
国
家
に
よ
る
強
権
の
発
動
や
、
フ
ァ
ナ
テ
ィ
ッ
ク
な
思
想
に
陥
っ
た
芸
術
家
に
よ
っ
て
領
導
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
。 
 
と
は
い
え
横
シ
ネ
の
事
業
に
お
い
て
は
、
長
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
製
作
を
企
図
し
た
新
た
な
設
備
を
整
え
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
軍
関
係
の
映
画
制
作
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
が
未
完
成
に
終
わ
る
と
い
う
事
象
も
見
ら
れ
た
。
軍
需
優
先
の
体
制
が
、
興
行
市
場
を
前
提
と
し
た
と
思
し
き
、
自
主
企
画
に
基
づ
く
映
画
製
作
を
圧
迫
し
、
こ
れ
を
頓
挫
せ
し
め
た
と
言
え
る
。 
 
一
方
、
軍
の
後
援
を
前
提
と
し
た
中
・
長
編
企
画
に
も
、
未
完
成
作
が
見
ら
れ
た
。
軍
需
に
依
存
し
た
体
制
は
、
敗
戦
に
よ
っ
て
消
失
し
た
か
ら
で
あ
る
（
５
０
）
。 
戦
時
期
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
未
完
成
作
の
存
在
は
、
そ
れ
が
未
完
に
終
わ
っ
た
要
因
に
よ
っ
て
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
製
作
事
業
の
特
質
と
そ
の
末
路
を
示
唆
し
て
い
る
。
米
中
二
国
と
異
な
り
、
興
行
市
場
で
の
価
値
を
確
立
で
き
な
い
ま
ま
に
い
た
日
本
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
製
作
事
業
は
、
教
育
映
画
製
作
の
延
長
線
上
に
軍
需
へ
活
路
を
見
出
し
た
が
た
め
に
、
一
時
の
長
尺
化
や
技
術
蓄
積
は
果
た
し
て
も
、
民
需
を
形
成
で
き
ず
、
敗
戦
に
よ
っ
て
そ
の
事
業
枠
組
み
を
失
っ
た
後
は
、
再
び
産
業
化
へ
の
長
い
伏
在
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。 
  
 
注 
（
1
）
古
田
尚
輝
『「
鉄
腕
ア
ト
ム
」
の
時
代 
映
像
産
業
の
攻
防
』
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
九
年
、
二
〇
九
頁
。 
（
2
）
雪
村
ま
ゆ
み
「
戦
争
と
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
―
―
職
業
と
し
て
の
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
の
誕
生
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
の
考
察
か
ら
」『
ソ
シ
オ
ロ
ジ
』
第
五
二
巻
一
号
（
二
〇
一
一
年
）、
八
八
頁
。 
（
3
）
加
藤
厚
子
『
総
動
員
体
制
と
映
画
』
新
曜
社
、
二
〇
〇
三
年
。 
（
4
）
な
お
本
稿
で
は
、
出
資
や
経
営
、
企
画
を
含
め
た
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
全
般
を
「
製
作
」
と
表
記
し
、
現
場
の
実
務
や
受
託
の
み
を
指
す
場
合
は
「
制
作
」
を
用
い
て
、
二
者
を
区
別
す
る
。 
（
5
）
上
海
に
お
け
る
米
中
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
の
公
開
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
し
た
。
秦
剛
「
上
海
租
界
劇
場
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
上
映
史
考
―
―
『
ミ
ッ
キ
ー
・
マ
ウ
ス
』、『
鉄
扇
公
主
』、『
桃
太
郎
の
海
鷲
』
を
中
心
に
」
大
橋
毅
彦
、
関
根
真
保
、
藤
田
拓
之
編
『
上
海
租
界
の
劇
場
文
化 
混
淆
・
雑
居
す
る
多
言
語
空
間
（
ア
ジ
ア
遊
学
一
八
三
）』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
。 
（
6
）
佐
野
明
子
「
漫
画
映
画
の
時
代
―
―
ト
ー
キ
ー
移
行
期
か
ら
大
戦
期
に
お
け
る
日
本
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
加
藤
幹
郎
編
『
映
画
学
的
想
像
力 
シ
ネ
マ
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
冒
険
』
人
文
書
院
、
二
〇
〇
六
年
。 
（
7
）
小
野
耕
世
『
中
国
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン 
中
国
美
術
電
影
発
展
史
』
平
凡
社
、
一
九
八
七
年
、
三
九
頁
。 
（
8
）
澤
田
稔
「
中
国
最
初
の
長
篇
漫
画
映
画
「
鉄
扇
公
主
」
を
め
ぐ
つ
て
」『
映
画
評
論
』
一
九
四
二
年
四
月
号
、
九
九
頁
。 
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（
9
）
小
野
・
前
掲
書
、
四
一
～
四
二
頁
。 
（
10
）
政
岡
憲
三
、
瀬
尾
光
世
、
前
田
一
「
漫
画
映
画
発
展
の
た
め
の
諸
問
題
」『
映
画
評
論
』
一
九
四
四
年
九
月
号
、
四
〇
頁
。 
（
11
）
山
口
且
訓
、
渡
辺
泰
『
日
本
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
史
』
有
文
社
、
一
九
七
七
年
、
三
八
頁
。 
（
12
）「
漫
画
映
画
の
技
術 
瀬
尾
光
世
氏
と
語
る
」『
映
画
技
術
』
一
九
四
二
年
九
月
号
、
一
五
～
一
七
頁
。 
（
13
）
持
永
只
仁
『
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
日
中
交
流
記 
持
永
只
仁
自
伝
』
東
方
書
店
、
二
〇
〇
六
年
、
九
〇
頁
。 
（
14
）
加
藤
・
前
掲
書
、
一
五
三
頁
。 
（
15
）「
四
十
年
目
の
再
会 
瀬
尾
光
世
」
尾
崎
秀
樹
『
夢
を
つ
む
ぐ
』
光
村
図
書
出
版
、
一
九
八
六
年
、
二
二
〇
～
二
二
一
頁
。 
（
16
）
晏
妮
『
戦
時
日
中
映
画
交
渉
史
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
、
二
五
七
頁
。 
（
17
）
古
田
尚
輝
「
映
画
法
施
行
下
の
漫
画
映
画
」『
成
城
文
藝
』
二
三
七
―
二
三
八
号
（
二
〇
一
六
年
）
一
三
六
頁
。 
（
18
）
前
掲
「
四
十
年
目
の
再
会
」、
二
二
〇
頁
。 
（
19
）
同
前
。 
（
20
）
木
村
智
哉
「
造
形
技
術
映
画
『
ム
ク
の
木
の
話
』
の
成
立
基
盤
―
―
東
宝
の
ス
タ
ジ
オ
史
と
ス
タ
ッ
フ
構
成
か
ら
―
―
」
上
村
清
雄
編
『
歴
史
＝
表
象
の
現
在
（
千
葉
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書 
第
二
七
九
集
）』
二
〇
一
四
年
、
一
七
一
～
一
七
二
頁
。 
（
21
）
田
中
純
一
郎
『
日
本
教
育
映
画
発
達
史
』
蝸
牛
社
、
一
九
七
九
年
、
七
七
～
七
九
頁
。 
（
22
）「
番
組
七 
わ
が
南
洋 
赤
道
越
え
て
」『
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
』
一
九
七
三
年
一
月
号
、
一
六
頁
。 
（
23
）
吉
田
ち
ず
ゑ
『「
講
堂
映
画
会
」
の
子
ど
も
た
ち
』
桂
書
房
、
二
〇
〇
七
年
、
五
～
七
頁
。 
（
24
）
同
書
、
九
頁
。 
（
25
）
文
部
省
編
『
教
育
映
画
研
究
資
料
第
一
八
輯 
本
邦
映
画
教
育
の
発
達
』
一
九
三
八
年
、
五
五
頁
。 
（
26
）『
映
像
文
化
の
担
い
手
と
し
て 
佐
伯
永
輔
「
ヨ
コ
シ
ネ
」
の
歩
ん
だ
七
〇
年
』
株
式
会
社
ヨ
コ
シ
ネ
デ
ィ
ー
ア
イ
エ
ー
、
一
九
九
五
年
、
五
頁
。 
（
27
）
同
書
、
一
〇
頁
。 
（
28
）
稲
田
達
雄
『
映
画
教
育
運
動
三
〇
年
』
日
本
映
画
教
育
協
会
、
一
九
六
二
年
、
四
九
六
～
四
九
八
頁
。 
（
29
）
前
掲
『
映
像
文
化
の
担
い
手
と
し
て
』、
三
五
頁
。 
（
30
）
同
書
、
三
五
～
三
六
頁
。 
（
31
）『
昭
和
一
七
年
映
画
年
鑑
』
日
本
映
画
雑
誌
協
会
、
一
九
四
二
年
、
一
〇
―
二
〇
頁
。 
（
32
）『
昭
和
一
八
年
映
画
年
鑑
』
日
本
映
画
雑
誌
協
会
、
一
九
四
三
年
、
四
〇
五
～
四
〇
六
頁
。 
（
33
）
同
書
、
三
九
九
頁
。 
（
34
）
同
書
、
四
〇
六
頁
。 
（
35
）
以
下
の
特
集
記
事
と
関
連
す
る
口
絵
で
は
、
横
シ
ネ
の
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
で
あ
っ
た
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山
本
繁
に
よ
り
、猿
が
強
弓
を
引
く
カ
ッ
ト
が
事
例
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
巌
谷
の
原
作
に
も
同
様
の
シ
ー
ン
が
見
ら
れ
る
た
め
、
こ
れ
ら
は
『
こ
が
ね
丸
』
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
山
本
茂 ママ
「
漫
画
映
画
制
作
論
」『
季
刊
映
画
研
究
』
一
九
四
一
年
十
二
月
号
。 
（
36
）
佐
藤
宗
子
「『
こ
が
ね
丸
』
の
変
容 
原
作
、
三
十
年
目
書
き
直
し
、
講
談
社
の
絵
本
の
比
較
を
通
し
て
」『
千
葉
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要 
第
一
部
』 
（
一
九
九
〇
年
）、
一
九
七
頁
。 
（
37
）
前
掲
『
映
像
文
化
の
担
い
手
と
し
て
』、
三
六
頁
。 
（
38
）
加
藤
・
前
掲
書
、
一
〇
八
頁
。 
（
39
）
前
掲
『
映
像
文
化
の
担
い
手
と
し
て
』、
三
九
頁
。 
（
40
）
同
前
。 
（
41
）
同
前
。 
（
42
）
城
戸
四
郎
『
日
本
映
画
傳 
映
画
製
作
者
の
記
録
』
文
芸
春
秋
新
社
、
一
九
五
六
年
、
一
九
一
頁
。 
（
43
）『
映
画
新
体
制
展
図
録
』
日
本
映
画
雑
誌
協
会
、
一
九
四
一
年
。 
（
44
）
前
掲
「
漫
画
映
画
発
展
の
た
め
の
諸
問
題
」、
四
一
頁
。 
（
45
）
前
掲
『
映
像
文
化
の
担
い
手
と
し
て
』、
三
八
頁
。 
（
46
）
同
前
。 
（
47
）
萩
原
由
加
里
『
政
岡
憲
三
と
そ
の
時
代 
「
日
本
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
父
」
の
戦
前
と
戦
後
』
青
弓
社
、
二
〇
一
五
年
、
一
六
〇
頁
。 
（
48
）『
松
竹
百
十
年
史
』
松
竹
株
式
会
社
、
二
〇
一
六
年
、
三
九
七
頁
。 
（
49
）
東
宝
に
お
け
る
軍
需
映
画
制
作
部
門
の
動
向
お
よ
び
、
そ
の
戦
後
に
お
け
る
変
容
と
解
体
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
を
参
照
。 
（
50
）
そ
も
そ
も
戦
時
特
需
と
し
て
の
映
画
制
作
自
体
に
、
事
業
と
し
て
ど
の
程
度
の
持
続
性
が
あ
り
え
た
の
か
も
、
国
際
比
較
な
ど
に
よ
る
検
証
の
必
要
が
あ
ろ
う
。 
 
〔
図
版
出
典
〕 
【
図
１
】「
漫
画
映
画
の
製
作
過
程
―
―
横
浜
シ
ネ
マ
の
場
合
―
―
」『
映
画
技
術
』 
一
九
四
二
年
九
月
号
、
三
〇
頁
。 
【
図
２
】「
漫
画
映
画
の
合
成
」『
季
刊
映
画
研
究
』
一
九
四
一
年
十
二
月
号
、
口
絵
。 
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